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１．調査研究の目的 

 3.11に発生した東日本大震災によって多く

の地域が被災し、従来行われてきたスポーツ

大会は変更を余儀なくされた。そこで本研究

では、岩手、宮城、福島、茨城各県のスポー

ツ協会・団体に対し、各協会が震災後のスポ

ーツ大会にどのような対応策を講じたのかに

ついて、アンケート調査を実施した。また、

岩手県および宮城県の沿岸地域に出向き、震

災後のスポーツ活動状況について、インタビ

ューによる調査を行った。 

 

２．調査研究組織 

 ＜研究代表者＞ 

健康・運動学系 小川 宏 

 ＜研究分担者＞ 

健康・運動学系 杉浦 弘一 

 

３．調査研究計画・方法 

1）アンケート調査 

対象：岩手、宮城、福島、茨城各県の各スポーツ

種目協会・連盟（バレーボール、バスケット

ボール、サッカー、テニス、野球、陸上競技） 

調査内容： 

・インターハイ県大会への対応（会場変更、

被災地域への配慮、運営方法変更、放射線

被曝による対応等） 

・高校選抜大会県大会への対応 

・高校県総体への対応 

・中学生総体県予選大会への対応 

・小学生全国大会県予選大会への対応 

・一般の大会への対応 

・震災により中止になった大会数、震災のた

めに新たに開催した大会数 

調査方法：アンケート用紙を郵送し記入後返送 

（20団体に送付し9団体から回答あり。回収

率45％） 

2）現地聞き取り調査 

対象：岩手県大船渡市、宮城県石巻市、牡鹿郡女

川町、宮城郡松島町のスポーツチーム指導者、

小学校教員、スポーツクラブ管理者 

調査内容： 

・震災後、スポーツ活動を再開するまでの経

過 

・現在の活動状況 

・震災前と震災後で変化したこと、等 

調査方法：インタビュー 

 

４．経過や結果 

1）アンケート調査 

①高校総体県大会の会場変更があったか？ 

 

②高校総体県大会で被災地域に配慮はあった

か？ 

  



③高校総体県大会でどんな配慮をしたか？ 

 ・ユニフォームなど用具の特別措置（5件） 

 ・宿泊の配慮、交通手段の配慮（1件） 

 ・参加料の免除、連合チームの編成、サテライ

ト協力校での参加可（1件） 

④高校総体県予選で運営方法の変更をしたか？ 

  

⑤高校総体県予選でどんな変更をしたか？ 

 ・地区によっては予選を中止した（1件） 

 ・予選を中止し、県大会出場チーム数を増やし

た（1件） 

⑥放射線被曝低減のためにどんな変更をしまし

たか？ 

 ・競技時間の変更（1件） 

 ・大会の中止（1件） 

 ・会場を被曝の尐ない地域に変更（1件） 

⑦中学総体県予選で会場変更はありましたか？ 

  

⑦中学総体県予選で被災地へ配慮をしました

か？ 

  

 

⑧中学総体県予選ではどんな配慮をしました

か？ 

 ・用具に関する特別措置（5件） 

⑨小学全国大会県予選で会場変更をしました

か？ 

   

 ⑩小学全国大会県予選で被災地にどんな配慮

をしましたか？ 

  ・地区予選免除など（2件） 

  ・用具に関する特別措置（3件） 

 ⑪一般の大会で会場変更はありましたか？ 

   

 ⑫一般の大会会場変更理由は何ですか？ 

  ・会場が被災地域だったから（4件） 

  ・会場が避難場所になっていたから（2件） 

 ⑬震災のため中止になった大会はどのくらい

ありましたか？ 

   

 ⑬震災後の大会開催について、考慮したことや

苦労したことを教えて下さい。 

  ・放射線の問題が大きかった。開催するため

に専門家を呼んで研修会を実施した。 

  ・雨天時の対応など今後とも課題が多い。 

  ・サテライト校は県内各地に部員が分散して

いるため、日常の活動が困難である。また、

生徒数減尐による生徒会費の減収のため、



今後の活動が極めて厳しい状況にある。生

徒の活動を支援する対応が必要である。 

・被災地では、野球場が被災し使用できない、

校庭などは仮説住宅用地となっているな

どで練習会場がない、用具がない、チーム

の運営ができない。 

・ナイター設備が使用できなかった。 

・４月は県大会を自粛した。 

 

2）現地聞き取り調査 

 ＜末崎野球スポ尐 保護者 高渕さん＞ 

 ３月末から練習開始。まだ早いんじゃないかと

いう声もあったが、家が流された子どもの親が、

是非野球をやらせてほしいということで始まっ

た。何もしてないと気が滅入ってしまうらしい。

昨年全国大会に出場し、今年も県大会で優勝して

いるので、全国につながる大会が近づいており、

その大会に合わせて練習しようということで始

まった。 

 仮設住宅が野球場に建ち、練習場所が無くなっ

てしまった。、交流のあるチームが遠征先に、お

風呂まで用意してくれて誘ってくれた。  活動

始めた最初は、電気が使えなかったので、練習着

を汚してしまうと全ての家庭で洗濯機が使えず、

手で洗うことになって保護者の負担が大変だっ

た。 

 

グラウンドが使えず簡易練習場で練習するスポ尐

野球チーム 

 

 

＜米崎中テニス部 コーチ＞ 

 小学校が被災して使えなくなったため、中学校

が場所を提供している。テニスコートは仮設住宅

が出来て使えなくなったため、平日は駐車場にラ

インを引いて、簡易のネットを張って練習してい

る。週末はバスや保護者の車で遠征して練習して

いる。コーチ自身も家を流され、明日から仮設住

宅に入る。子どもたちはテニスをやりたがってい

るので、きついが活動を続けている。沿岸地域の

中学校の中には強豪校があったが、満足に練習出

来ていないため、今回の大会では勝ち上がれなか

った。ときどき、バス送迎の支援があるので利用

している。 

 

テニスコートが使えず駐車場にラインを引き、簡易

ネットを張って練習するテニス部 

 

＜石巻ライノスラグビークラブ監督石母田さん＞ 

 大会はなくなってないが、会場が変わった。また

時期もずらして行った。 

 部員の減尐はみられない。５月の連休明けくらい

から練習は始めた。私自身が避難所から通ってきて

いたので大変だった。クラブの小学５年生一人が亡

くなった。女川のラグビークラブには避難所から通

っていた子どもは結構いたらしい。バスケのスポ尐

は６月まで全く活動していなかった。体育館は避難

所になり活動場所がなかった。石巻地区で大会をす

る場所もなく、全国大会自体なくなったので、活動

しようとはならなかった。ラグビーのような外の種

目はここ石巻専修大でも他でも出来るので比較的

活動しやすい。逆に他で出来なくてここで練習する



クラブが増えている。 

 

＜石巻ライノスラグビークラブコーチ伊藤さん＞ 

 震災後、全く来なくなってしまった家族は二家族

だけ。前より来る回数が減った子どもは４，５人い

る。被災して家が無くなったりして親が送り迎えす

る状況にない。 

 遠征に誘われているが、親の送迎が必要なときは、

50人の参加家族が半分くらいになる。バスが出せれ

ばいいが・・。そのため、なるべくこっちに来ても

らうようにしている。 

 ６月までは被災者やボランティアがたくさんで

活動する場所が無かった。 

 トップリーグの選手が来てくれたりした。みんな

何らかの被災をしていて金銭的にも大変なので、月

謝は安くしている。協会の登録費は今年度免除され

ている。 

 

避難民やボランティアが移動し、やっと使えるよう

になったグラウンド 

 

＜女川第二小学校 教頭 阿部先生＞ 

 高台にあるので、小学校自体は津波被害から免

れた。現在３つの小学校が一緒になっている。グ

ラウンドとプールを一般に開放し、多くのスポー

ツ団体が時間を区切って使っている。体育館は現

在役場になっていて使用できない。 

 ４月中は自衛隊がグラウンドに詰めていたの

で、スポーツ活動ができなかったが、自衛隊がい

なくなって５月中旬頃から活動し始めた。活動を

するにあたって、必ず親が車で連れてきていた

（子ども一人では出したくなかった）ので、それ

が大変だったようだ。  

 ここのグラウンドのような高台の平らな土地

は次々に仮設住宅が建っているので、ここも今後

仮設が建つ可能性があるが、子供たちの運動する

場所がないので、できるだけ残したい。  

 

仮設住宅が建てられ、使えなくなった野球場 

 

５．まとめと今後の展望 

本調査の結果、被災した地区の小さな大会は

中止したところもあったが、大きな大会はほとん

ど開催されていた。ただ、震災によって会場が破

損したり、避難場所になって会場が使えないなど

の影響があり、会場変更を余儀なくされた大会が

多かったことが明らかになった。そしてその影響

は春先に大きな大会の予選が開催される高校生

の大会が最も大きな影響を受けたことが分かっ

た。しかし大会に向けて、練習場が使えないなど

の厳しい状況、環境の中でも、選手達は早い時期

から練習を再開し、工夫して積極的に練習をして

いたことが明らかになった。震災発生当初は、被

災者の厳しい状況や心情を考えてスポーツ大会、

スポーツ活動を自粛すべきという世論もあった

が、むしろ被災した当事者がスポーツ活動・大会

の開催を望んでいた実態が明らかになった。 

しかしその一方で、被災者の生活支援を最優

先する方針により、学校や公共のグラウンドが

次々に仮設住宅で埋められ、体育館は行政機関や

支援物資保管場所となって、子どもたちがスポー

ツ活動をする場所が無くなっていることが分か



った。スポーツや運動ができなくなれば、それま

でスポーツ活動を楽しみにしていた子どもたち

は心のよりどころを失い、ストレスをため、エネ

ルギーをもてあまして、健康や生活上の様々な問

題を引き起こしかねない。このような事態が起こ

ったときこそ、運動、スポーツ活動の重要性、必

要性をしっかりと認識して、行政が運動・スポー

ツ活動場所の計画的確保に努めることが大切で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


